
■　北見市の基幹金融　北見信用金庫

　北見市の金融を支えているのが北見信用金庫です。

　昭和5年（1930）11月14日、野付牛信用組合として発足、昭和26年(1951)

北見信用金庫に改組し現在に至っています。

　平成22年紋別信用金庫と合併し、北見市内や帯広・旭川など35店舗を

有し平成25年度3月期では、預金量4,525億23百万円、貸出金2,043億5

8百万円と全道信用金庫第5位となっています。

　平成18年11月6日、地上10階。地下1階の免震構造、外壁に使われてい

るソーラーパネルの一日の蓄電量約50KWを使い、夜間にLED（発光ダイオード）から放つ光

は白・青・赤・緑・黄色の5色に変化し、クリスマスにはツリーなどが見えます。

　平成19年にすぐれた建造物として日経ニューオフィス賞・北海道知事賞・日本産業デザイン

振興会グットデザイン賞・照明学会の照明普及賞(優秀施設賞)に輝いた、北見市のラウンド

マークとなっています。

■　北見市の医療を支える北見赤十字病院・道立北見病院

　昭和10年(1935年)11月10日、日本赤十字北海道野付牛病院とし

て7科62床で開設後、昭和33年(1958)総合病院に認証、昭和60年

北見市立中央小学校病弱学校(つくし学級)開校、平成4年(1992）

救急救命センター開設、現在では診療20科目680床、第三次医療

を担うオホーツク圏の医療基幹病院です。
　　　▲大日本赤十字北海道病院

　北海道立北見病院は、昭和27年（1952)現在の緑のセンターが建

つ場所で、北海道北見診療所として結核250床で開設しました。

　昭和46年(1971)11月、道立北見病院と改名し現在は循環器を中

心とする６科目38床の病院ですが、平成27年7月新日赤と現日赤南

館が空中渡り廊下で結ばれる道立病院が建てられ、オホーツク圏高

度医療拠点の双翼として重要性を求められる北見市となります。
　　　　　▲北海道立療養所

　　　　▲新北見赤十字病院イメージパース 　　　▲新北見赤十字病院断面図
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